
慮余剰士加工株式会社

2◎◎6年度　環境活動報告薔

忍 2 0 0 6 年度環境 目標 と実績　　　　　　　　　　　　　　 評価 ＝達成＝0 達成率8帆以上＝△ 未達成＝×

項　 目 200 6年度目標　 1　 2006年度実績 l 評価

1 産業廃 棄物 の総発生量 の減量化

20．5 缶以下／月 23．2 缶／月 △・lPA

・ダンプラ 266 kg以下 O kg ○

t その他の雑品 33 ％／月以上 35．9 ％ ○

2 電気 、ガス、水道、燃料 の節減

156，957 kw／月以下 140，44 1 kw ○・電気

・N 2 43，50 0 nj／月以下 28，777 nj ○

・L Pガス 7．3 nう／月以下 0．8 ∩て ○

・水道 428 1ポ／月以下 404 ポ ○

・燃料（灯油） 10，242 赴／月以下 7，598 庇 ○

3 オゾン層破壊 物質 、特 定有機溶剤の永 久的使用抑 制

20 台 △・フロンガス使用のクーラー 19 台以下

4 紙 のリサイクルとリユースの推進

100 ％以上 158 ％ ○■コピー用紙

■活動内容
1産業廃棄物の総発生量の減量化

・IPA

・ダンプラ

IPA使用の節約（2005年度より継続）を図りましたが、最も使用する箇所での大幅な減量が出来ず、達成まで至りま
せんでした。現在、IPA廃液の再生化を業者と検討中です。

9月より排出ダンプラが「燃プラ」として、発電所の燃料として再使用されている情報を得たため、「廃棄物扱い」対象外
となり、達成できました。

・その他の雑品‥賢を…濫是謡蒜富錯農芸諾莞語法諾嘉i豊警視つかり達成できました。
2　t気、ガス、水道、燃料の節減

・電気

・N2

・LPガス

・水道

電気スイッチに節電を促す掲示をする等、節電の啓発を実施しました（「あなたの心の中にいつも節電を」／「ェアコンは
夏季25℃以上、冬期23℃以下に設定」）。使用していないエリアのスイッチ0璃告動の成果が出て、達成できました（2005
年度より継続）。

N2がス使用工程における設備の日常点検、定期点検を徹底し、設備の未使用時は流量を絞ることを実施しました。
また、顧客と流量の見直しを協議していきます。

お湯の流量を絞り節減を図りました。また、7～9月の夏場はお湯を止め、水のみの使用を実施しました。その成果が
出て目標達成に至りました。

水周りの場所に節水を促す貼り紙を掲出する等し節水の啓発を実施しました（「やめよう！水の無駄遣い」）。水流
量を調整し、無駄な水の使用を抑制した成果が出て、達成できました。

工場内温湿度設定を室内環境基準の範囲内で極力灯油の消費を抑えた設定にし、無人時や連休時等の空調機
・燃料（灯油）：の停止やタイマー運転を積極的に行った成果が出て、達成できました。社内から出ている熱風等も含む自然エネ／好一

有効活用の対応を検討中です（2005年度継続）。

・フロンガス使用のクート‥蒜警話芸警課役等差芸濃雷監禁整宗こ篭諾ス使用のク十の目標

・コピー用紙：警笠だ芸崇等濫〔誓霊琵㌶提要警競妄語、慧誤認効等で

※　目標達成に向け、‡従業員一丸となり活動してい


